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49．ヒトCalcitoninのradioimmu皿oassay

　　の基礎的検討について
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　我々はCIBA　GEIGY社提供のヒト合成Calcitonin

Mと，山羊抗血清を用いてヒト血漿中calcitoninの

radioimmunoassayの基礎的検討を行なった．

　Calcitonin　Mは1251によりHunter及びGreenwood

法で標識し，ゲル濾過法により精製した．先ず倍数稀釈

の抗血清列で抗血清の稀釈曲線を作製すると，1251Ca1－

citoninは過剰抗体の存在下で約85％，16000倍稀釈抗血

清にて50％の抗体結合を示した．吸着剤として，dext－

ran　T－40，　T－70を1251　Calcitonin及び1311ヒト

血清albuminで検定し，　dextran　T－40，　T－70共に

遊離型Calcitoninの分離に適していると思われた．

Carrier蛋白の検定として，　hypo－parathyroidism血

漿，pool血漿，　dextran－charcoal処理pool血漿，6

％及び1％ウシ血清albuminをそれぞれcarrierとし

たassay　systemでincubateしたのち，　dextran　T－

40又はdextran　T－70と，1％BSA又は6％BSAで

処理したcharcoalで遊離1251　calcitoninを分離し，

carrierとしてはpool血漿を使用し得ること又分離に

はdextran　T－40と2％BSA処理のcharcoa1が優れ

ていると考えられた．従ってassayには20000倍稀釈抗

血清及びassay　mixtureの20％の割合にpool血漿を

carrierとして用い，　non　equibrium法にてassayを

行なった．このsystemで種々濃度の標準Calcitonin

を用いて標準曲線を作製し，最小感度は100pg／mlであ

り，これが正常人の上限の値と思われた．更に甲状腺髄

種癌患者のCa負荷試験の結果を併せ報告する．

50．血中および組織内ガストリンの存在様式

　　に関する研究
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　消化管粘膜のGastrin（G）の分布とその存在様式を

明らかにすべく剖検，手術および内視鏡的生検材料を用

いてimmunoreactive　G（IRG）を測定するとともに，

Sephadex　G－50を用いたゲル濾過分析と殿粉ゲル

（SGEp）およびブロック電気泳動（SBEp）を用いて

いわゆるBig　G（B－G）とlittle　G（L－G）の存在

を明らかにした．また高G血症を呈する悪性貧血患者の

日内変動，塩酸・重曹の胃内注入，Secretinおよびカ

ルシウム負荷に伴う血中G動態を観察する一方胃粘膜

IRGの存在様式について検討を加え，ことにBGの意義

を解明すべく研究を進めた．Gの測定は既報のごとく二

抗体法により行い，組織内G抽出はYalow＆Berson，

SGEpはSmithies法に準じて行った．ゲル濾過分析上

differential　markerとしてRISA，1251－lns，1251－SH

G，1251－Naを用いた．組織内IRGは胃幽門前庭部に圧

倒的に高く次いで十二指腸に高いが肛側に移行するにつ

れて減少した．その他の臓器組織内IRGは極めて微量

であったが，悪性貧血例の胃体部IRGは高値を示し注

目された．ゲル濾過分析上RISAと1251－Insの間に溶

出されるいわゆるBGは胃前庭部で11．6％，十二指腸第

1部で26．9％，第3部で53．4％と肛側へ順次増加した．

平行して施行したSGEpでは胃前庭部抽出Gと1251－SHG

はfree　BPBの直前に泳動し一峰性を示し，十二指腸

第3部ではAlbの直前にも峰を認め二峰性を示した．

SBEp上BGはAlbの位置に泳動された．さらにBG

とLGのRadioimmunoassayにおける態度を比較検

討すると，それらの抑制能の間に差異を認めた．また各

種刺激に伴う悪性貧血例の高G血症動態につき，とくに

BGに注目し検討を加え知見を得たので報告する．
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